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人

　決算額　　(単位：千円) 9,146

9,256

9,255

成果指標
運営委員

11,078　人にかかるコスト（人件費など）

コミュニティ委員会は、利用している小学校内の施設を自主管理・自主運営しており、地域住民の参加による
コミュニティづくりとして、効果は高く効率的である。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

17

45,000

6,400 5,613人

35,000

307

コミュニティ台東の発行部数

9,147

種　別 指標の名称

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

6,101

333

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 20,225

今後の方向性

19,994

19,994

0

20,225

0

20,308

コミュニティ事業数（委託分）参加者数

340

6,212

333

0

9,568

0

10,426

0

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

地域住民のコミュニティ意識を醸成していくには、コミュニティ活動の日々の積み重ねがとても
重要である。コミュニティ活動が広がり、明るく豊かなふれあいとうるおいのあるまちづくりを目
指して取り組んでいく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

ニーズに大きな変化はないが、コミュニティ活動は区民の生活の一部となっており、世代を超えた交流の場で
あるため、必要性は高い。

維持

評
価
結
果

各コミュニティ委員会の課題等について個別に対応してきた成果である。今後もコミュニティ活動の充実に向
けて取り組んでいく。

4 地域住民の参加によるコミュニティづくりを行っているため、コミュニティ委員会の運営やコミュニティまつり等
行事の実施は手段として適切である。

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

コミュニティ情報誌「コミュ二ティ台東」の発行部数を増やし、コミュニティ委員会の活動を広く区民に周知することに努
めた。

0

20,308

0

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

なし根拠法令等

事業対象

事務事業名 コミュニティ推進

　

区民課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

その他

一部委託

・事業委託：コミュニティづくりを推進するための委員会の運営及び会議の開催、コミュニティ祭り企画、立案及び実施、その
他地域活動への参加等とふれあいによるコミュニティ事業の実施を委託。
・管理業務委託：　コミュニティ施設の利用申し込みの受付、調整及び連絡、鍵の保管及び利用団体への受け渡し、利用日
誌の確認及び使用施設内外の点検を委託
・コミュニティ情報誌：「コミュニティ台東」の発行　43,000部

補助金の有無

11,052

部 40,000 43,000

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民、１７地区コミュニティ委員会

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

２６年度 ２７年度(単位)
（３０年度）

２５年度

4

効率性

所
管

区民部

年度

委託内容
なし

回コミュニティ事業数（委託分） 17

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
17

明るく豊かなふれあいとうるおいのあるまちづくりを目指し、地域住民のコミュニティ意識の醸成とコミュニティ活動の活性化
を図る。

9,568

0

17

事業委託（会議費分、事業費分）及び管理業務委託


